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８月17日（土）令和6年度の教育懇談会が開催されました。
テーマは、『知っておきたい、お金の話』。投資についてのお話でした。

パパ！ママ！！
高校で金融教育
始まってますよ！！

　「投資？NISA ？なんか難しそう...」「投資って損したりするでしょ？こわくない？」と思われる方も
いらっしゃると思います。確かに、株価急落のニュースを見ると、不安になりますよね。ですが、子育
てしているとお金が飛ぶように出ていくのも事実。今回は、そんな子育て中の保護者の皆様に、「長期
投資」「分散投資」「積立投資」という投資の３本柱を中心に解説いただき、「月5000円でもOK！飲み会
に行く感覚で、とりあえずやってみませんか？」というお話をしていただきました。
　令和４年度から、高校家庭科で金融教育が始まっているそうです。子どもたちが学校で投資について
学ぶ時代なんですね。「リスクがあるからやめておけ」ということもできますが、保護者に知識があれば、
子どもたちの興味やチャンスをつぶすことなく、親子で将来への希望を語り合う機会になるかもしれま
せんね。

参考：金融庁NISA https://www.fsa.go.jp/policy/nisa2/index.html

　15年以上投資すれば損をしない、というデータもあるのだとか。投資できる時間の長い子どもたち
には嬉しいデータですね。この機会に、保護者の皆様も、まず一歩、踏み出してみませんか？
◆投資やNISAについてわかりやすく解説しているHPも色々あるとご紹介いただきました。皆様も、
　ぜひ検索してみてください。

令和６年度教育懇談会
『知っておきたい　お金の話』
投資経験者の佐久間正博さん（市P連会長）、鈴木亮満さん（文化研修委員長）に、初心者にも
分かりやすくお話ししていただきました。
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運動会運動会運動会運動会
令和６年度　市内小学校の運動会が開催されました。

練習の成果を精一杯発揮した子どもたち。
いきいきとした表情をたくさん見せてくれました。

しいの木　R７（2025） ２/1 No.129（3）



しいの木　R７（2025） ２/1 No.129（4）



第43回
袖ケ浦市PTAバレーボール大会
第43回
袖ケ浦市PTAバレーボール大会

【出場チーム：６チーム】長浦小中・蔵波小中・奈良輪小・昭和小中・根形小中・中川平川

【結果】

優　勝：蔵波小中

準優勝：昭和小中

第３位：中川平川

第４位：奈良輪小

　９月28日（土）臨海スポーツセンターにて、第43回袖ケ浦市PTAバレーボール大会が行われました。

タレントのアンミカさんにそっくりで素敵な選手による、チャーミングでユーモア溢れる選手宣誓

によって会場の雰囲気は一気に和やかに。試合が始まると、会場全体に響き渡る選手の皆さんの

掛け声、それを見守る応援の方々の声援もパワー全開で圧倒されるほどでした。残暑のなか、熱戦

が繰り広げられました。

出場された選手の皆様、
大会運営に携わったすべての皆様、

元気と笑顔溢れる一日を
ありがとうございました！

出場された選手の皆様、
大会運営に携わったすべての皆様、

元気と笑顔溢れる一日を
ありがとうございました！
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　  ― 結　果 ―
優　勝：奈良輪小A
準優勝：昭和小
第３位：中川小
第３位：蔵波小

　過去に４度優勝しており、最後に優勝したのが平成８年。その時は、平成６～８年ま
で３連覇しました。そこからはなかなか勝てず、コロナ明けから私がキャプテンとなり、
毎年のように優勝を目標に掲げ、チーム一丸となって挑んできました。しかし、毎年あと
一歩のところで悔しい思いをしてきました。
　今年就任３年目、28年ぶり５回目悲願の優勝を果たすことができました。Aチームの
貪欲に勝ちたいという気持ちが結果に繋がったと共に、Bチームの協力無くして今回の
優勝はありませんでした。A,B併せて43名、ならワンチームで勝ち取った優勝です!
来年も新たなチームメイトを増やしながら、まずは２連覇に向けて邁進していきます。
そして、来年の選手宣誓は昨年度優勝チームのキャプテンと決まっておりますので、
今から既に緊張してます…。

奈良輪小A

緒形　嘉紀
キャプテン

第40回 袖ケ浦市PTAソフトボール大会
　11月9日（土）爽やかな秋空の下、第40回PTAソフトボール大会が、袖ケ浦市百目木公園多目的広場、袖ケ浦市
平岡交流センター運動広場、根形小学校グラウンドの３会場にて開催されました。
　開会式では令和５年度優勝チーム、蔵波小学校キャプテンの力強い選手宣誓、ChatGPT生成の挨拶を交えた
ユーモア溢れるスピーチで会場全体を一気に盛り上げ、大きな拍手と笑いを誘いました。
　11チームの白熱した戦いが繰り広げられた結果、奈良輪小Aチームが優勝という栄冠を手にしました。選手たちは
日頃の練習の成果を発揮し見事なチームプレーで勝利を掴みました。
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　ソフトボール大会は、参加してくださる方々の
熱い気持ちを受けて、私たち運営側もしっかり
とした前準備、決めることは決める、といったこ
とをやっていきたいと思っていました。
今日、無事に大会を終え、大成功だったと思っ
ています。
　年々参加してくださる方が少なくなっている
現状もありますが、今後もPTAソフトボールと
バレーボール大会、楽しく熱くやっていければと
思います。
皆さまのご協力よろしくお願いいたします。

市P体育委員⾧ 花澤 辰則 （下段中央）

市P体育委員の皆さんと



市PTA連絡協議会　研修委員会
研修レポート　県外視察研修

今年度のテーマは「生きていくこと、暮らしていくこと」です。

12月20日（金）40名にて、研修委員会主催の県外視察研修に参加しました。

「そなエリア東京」と「ANA Blue Base」の2か所を訪問し、防災体験学習と企業の研修施設を見学してきました。

国や自治体などの支援体制が十分に整うまでの目安は3日間、72時間といわれています。その間を自力でどのように生き

残るかということを学んできました。

防災体験では、10階建て商業ビル、エレベーターの中でマグニチュード7.3の地震が発生したという想定で、タブレット端

末を用いて地震後の街中における注意事項を確認したり、防災クイズに挑戦したり、どのような備えが必要か学びました。

防災学習ゾーンではどんなものが災害時に役立つのかを知ることができました。

いつどんなことが起きるかわかりません、子どもと災害時の備えについて話すきっかけになるような施設でした。

そなエリア東京
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ANAグループが実際に使用している研修施設を見学してきました。内部は空港や機内の環境を再現しており社員が実際

に訓練をしている様子が見られます。

現役社員の方に施設を案内していただき、安全への取り組みについてどのような訓練をしているのか説明してもらいました。

実際の企業の研修施設の為子どもと一緒に訪れたら、子どもが将来働くことや、安全の重要性ということについて考える

きっかけとなる施設でした。

ANA Blue Base

この一年を振り返って、市Ｐ理事として活躍された
お二人にコメントをいただきました。

　この一年を振り返ると、『感謝』と『豊かさ』という文字が心に浮かびます。
まずは『感謝』について。
　一年の活動のどれをとっても、自分ひとりでは到底やり遂げることはできないものばかりでした。いつでも快く、そして丁寧に、
惜しみなく力を貸してくださり、たくさん支えてくださった全ての皆様に、心から『感謝』しています。
　そして『豊かさ』。
　私事ですが、下の子は現在４歳。私のＰＴＡ活動はこの先まだまだ続きます。そんな私の「ＰＴＡ活動って何のためにあるの？」
という素朴な疑問に対する前向きな答えが、この一年に出会えた人々 のおかげではっきりと見つけることができました。
　子どもたちの未来のために活動する方々がたくさんいらっしゃること、人との繋がりを大切に楽しむこと、このスペースに書き
きれないほどのことを教わり、わたしの心を『豊か』にしてくれました。
　それらをこの『しいの木』にのせて、少しでも目に見える形で皆様にお伝えすることができれば幸いです。一年間本当にあり
がとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心からの感謝の気持ちを込めて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年度広報委員長　鈴木　愛

蔵波中学校　理事
岡野知香子さん
　私は蔵中前理事の誘いを受けて理事になり、
今年２年目です。正直、初めは自分の役目が
よくわかっていなかったです（笑）。他人頼りで、
今でも周りの方々に助けて頂いてばかりです。
そんな私でも２年間理事が務まっています。
　「ＰＴＡ」と聞くと遠慮されがちですが、他
校ＰＴＡさんとの交流があったり、市内では子
どもたちの為に大人たちがどんな事をしている
のか知る事ができるので、是非皆さんにも興
味を持って頂けたら嬉しいです♪

中川小学校　理事
葛田加奈恵さん
　“楽しいし、勉強になる！”　私の市Ｐ連に対する今の率直な感想です。
今まで、市Ｐ連の活動はざっくりしたことしか知りませんでした。ＰＴＡ自
体、子どもたちのためとはいうものの基本的には自分のことで精一杯で
すし、面倒なことからは逃げたいと思うのが正直なところです。しかしな
がら、今まで知らなかったイベントや活動の意味を知ることも出来ました
し、他校のＰＴＡはどのような活動をしているのかなども知ることが出来
ました。市Ｐ連という名前だけで堅苦しいイメージを持たれがちですが、
理事会も良い雰囲気で進行されますし、地元が袖ケ浦市ではない私の人
脈と視野が広がり、良い事尽くしの内容でした。
　やってみたらきっと楽しいし、自分の世界が広がるはずですよ。
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